前さん という 呼び かたで 夫人 をよ び、 子供の 着物の き 

せかた から、 良人の 心 をうた つた 和歌の 解釈まで して 

やって いる。 自分の 精神の 世界の 複雑さと、 細君の 世 

俗 的な 心の ありようとの 相異、 甚 しい 距離 を それなり 

に 認めた 上で、 ちょいちょい 向上の こと も 云って いる _ 

どこまでも 教えて やる という 態度で。 漱 石の むきな 夫 

婦 げんか、 男と 女との 交渉の 見 かたとの 対比。 

〇 夜、 寿 江 子、 和服 を 着て 来る や 否や しめつけない 

帯が ずるずる にな つたと 云って、 バ ラ さんに 直して 

貰って いる。 



り、 読んだり。 栄 さん 結婚 十五 年と いうので、 何婚式 

にな るんだ ろうと 当用 日記のう しろ を 見たら、 これ ま 

で 生れ 月の 宝石 だの 結婚 記念な どのあった 欄が、 すつ 

かり 「ス . フの 知識」 に 変って いた。 

〇 キ ユリ— 夫人 伝の 話が 出る。 確に 近頃で は 興味深 

く 且つ 感動 的な 本であった。 あの 本 や パス トウ ー ルの 

「科学者の 道」 の 映画が ああい う 感動 を もって 一般に 

受け いれられる という 事実 は 複雑な 時代の 感情 を も 

語って いる こと だ。 キ ユリ— 夫人が、 夏 どこかの 田舎 

へ 行って いたと き、 素足で 砂のと ころで 休んで いると、 

そこ を 記者が 見つけて、 いろんな こと を 訊き はじめる。 
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